
平 成 ２ ３ 年 度 第 ２ 回 午前の部
電気通信主任技術者試験問題 法規・設備及び設備管理

注 意 事 項
１ 試験開始時刻 １０時００分

２ 試験科目別終了時刻

試 験 科 目 科 目 数 終 了 時 刻

「法規」のみ １ 科 目 １１時２０分

「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」のみ １ 科 目 １１時４０分

「法規」及び「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理」 ２ 科 目 １３時００分

３ 試験種別と試験科目別の問題(解答)数及び試験問題ページ

問 題 ( 解 答 ) 数 試験問題
試 験 種 別 試 験 科 目

問１ 問２ 問３ 問４ 問５ ペ ー ジ

法 規 ６ ７ ７ ６ ６ １～13
伝送交換主任技術者

伝送交換設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 14～28

法 規 ６ ７ ７ ６ ６ １～13
線 路 主 任 技 術 者

線路設備及び設備管理 ８ ８ ８ ８ ８ 29～43

４ 受験番号等の記入とマークの仕方

(1) マークシート(解答用紙)にあなたの受験番号、生年月日及び氏名をそれぞれ該当枠に記入してください。

(2) 受験番号及び生年月日に該当する箇所を、それぞれマークしてください。

(3) 生年月日の欄は、年号をマークし、生年月日に１桁の数字がある場合、十の位の桁の｢０｣もマークしてください。

[記入例] 受験番号 ０１ＡＢ９４１２３４ 生年月日 昭和５０年３月１日

５ 答案作成上の注意

(1) マークシート(解答用紙)は１枚で、２科目の解答ができます。

｢法規｣は赤色(左欄)、「伝送交換設備(又は線路設備)及び設備管理｣(｢設備及び設備管理｣と略記)は緑色(右欄)です。

(2) 解答は試験科目の解答欄の正解として選んだ番号マーク枠を、黒の鉛筆(ＨＢ又はＢ)で濃く塗りつぶしてください｡

① ボールペン、万年筆などでマークした場合は、採点されませんので、使用しないでください。

② 一つの問いに対する解答は一つだけです。二つ以上マークした場合、その問いについては採点されません。

③ マークを訂正する場合は、プラスチック消しゴムで完全に消してください。

(3) 免除の科目がある場合は、その科目欄は記入しないでください。

(4) 受験種別欄は、あなたが受験申請した試験種別を○で囲んでください。(試験種別は次のように略記されています。)

① 伝送交換主任技術者は､ 『伝 送 交 換』

② 線路主任技術者は、 『線 路』

(5) 試験問題についての特記事項は、裏表紙に表記してあります。

６ 合格点及び問題に対する配点

(1) 各科目の満点は１００点で、合格点は６０点以上です。

(2) 各問題の配点は、設問文の末尾に記載してあります。

マークシート(解答用紙)は、絶対に折り曲げたり、汚したりしないでください。

次ページ以降は試験問題です。試験開始の合図があるまで、開かないでください。

受 験 番 号

(控 え)

(今後の問い合わせなどに必要になります。)

受　　験　　番　　号
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Ｔ
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試 験 種 別 試 験 科 目

線 路主任技術者 線路設備及び設備管理

問１ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、ネットワーク設備に用いられるケーブルの構造などについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただ

し、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

メタリック平衡対ケーブルは、絶縁被覆を施した同一の導体径の２心又は４心の導体心線で

構成される平衡対を多数集合してケーブル化したものである。平衡対を構成する導体心線は、

一般に、平衡対間に生ずる (ア) を軽減するために撚り合わされており、４心の導体を正
よ

方形に配列し、共通の軸回りに一括して撚り合わせたものは (イ) といわれる。

アクセス系ネットワーク設備に用いられる光ファイバケーブルには、実装密度を高めるため、

布設時の張力を分担する坑張力体の周囲にポリエチレンを押出成形して作成される (ウ)

に光ファイバテープ心線を積層してケーブル化したものがある。また、ＦＴＴＨにおける架空

区間の配線では、光ファイバケーブルの分岐やユーザへのケーブル引込みのための接続作業が

頻繁に発生する。そこで、光ファイバテープ心線を収容する (ウ) の撚り方向を一定の間

隔で反転させる (エ) の架空用光ファイバケーブルを用いることにより、光ファイバテー

プ心線の弛みを利用して中間後分岐作業を容易にしている。
たる

<(ア)～(エ)の解答群>

① 伝搬遅延 ② Ｚ撚り ③ 層集合 ④ スロットロッド

⑤ 対撚り ⑥ ＳＺ撚り ⑦ テンションメンバ ⑧ ルースチューブ

⑨ Ｓ撚り ⑩ 反射減衰量 ⑪ 位相ひずみ ⑫ 星形カッド撚り

⑬ パイプ ⑭ 漏 話 ⑮ 撚りなし ⑯ ＤＭカッド撚り
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(２) 次の文章は、光通信システムに用いられる光素子、光増幅器などについて述べたものである。

内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 光通信システムに用いられる発光素子について述べた次の文章のうち、誤っているものは、

(オ) である。

<(オ)の解答群>

① 誘導放出を利用する発光素子であるＬＤの発生光はコヒーレントであり、一方、

自然放出を利用する発光素子であるＬＥＤの発生光はインコヒーレントである。

② 光通信システムにおいて、光源の発光スペクトル幅が広いほど符号間干渉が大き

くなり、符号誤りが生じやすくなるため、高速光通信システムの光源は、一般に、

ＬＥＤと比較して発光スペクトル幅が狭いＬＤが用いられる。

③ ファブリペロー形ＬＤ(ＦＰ-ＬＤ)は、２枚の反射ミラーを対向させて構成する

単一モードの発光素子で、分布帰還形の発光素子(ＤＦＢ－ＬＤ)は、ＦＰ-ＬＤの

活性層の近くに波状の回析構造を持つ多モードの発光素子である。

④ ＬＤは、ＬＥＤと同様に、一般に、ダブルヘテロ接合構造であり、ＬＤが反射鏡

面などによる共振回路を形成しているのに対し、ＬＥＤは共振回路がなく、接合面

に垂直に光を取り出す構造である。

(ⅱ) 光通信システムに用いられる受光素子について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 光通信システムでは、一般に、光エネルギーを熱エネルギーへ変換した後、電気信号とし

て検出する光電効果を用いた受光素子が用いられる。

Ｂ 光通信システムにおける受光素子には、一般に、アバランシホトダイオード(ＡＰＤ)又は

ホトダイオード(ＰＤ)が用いられ、ＡＰＤはＰＤと比較して、受光感度が高いという特徴を

有している。

Ｃ 受光素子で生ずるショット雑音は、光電子のゆらぎや暗電流によって生ずる。ＡＰＤの場

合、同じ受光レベルにおいて印加する逆電圧を大きくして出力信号を増大すると、一般に、

ショット雑音は減少する。

＜(カ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) エルビウム添加光ファイバ増幅器(ＥＤＦＡ)の基本構成などについて述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① ＥＤＦＡは、光信号と励起用ＬＤから出力される励起光とが合波して、合波した

光がクラッドにエルビウムイオンを添加したエルビウム添加光ファイバ(ＥＤＦ)に

入射して光信号を増幅する。

② ＥＤＦＡには、増幅された光が反射を繰り返して発振することを防ぐため、ＥＤＦ

の出力側に、逆行する光を抑制するために光アイソレータを接続した構成としてい

るものがある。

③ ＥＤＦＡは、励起用ＬＤとして、一般に、低雑音増幅を目的とする場合は０.９８

μｍ帯、高出力動作を目的とする場合は１.６５μｍ帯のＬＤが用いられる。

④ ＥＤＦＡは、一般に、相互変調ひずみが生じやすく、ビットレート依存性がある

ため、異なる多数の波長を同時に増幅する場合、波長ごとに個別のＥＤＦＡを設置

する必要がある。

(ⅳ) ＥＤＦＡの増幅特性などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① ＥＤＦＡは、半導体増幅器と比較して、一般に、高増幅利得で、かつ、低雑音で

あり、偏波依存性も少なく、通信用光ファイバとの接続が容易である。

② ＥＤＦＡの雑音特性を示す指標として、雑音指数が用いられる。雑音指数は

ＥＤＦＡの出力端におけるＳＮ比と励起光強度の比で表される。

③ ＥＤＦＡの増幅作用は誘導放出によって行われるが、誘導放出時には信号光パワ

ーに比例した自然放出光も発生する。

④ ＥＤＦＡの自然放出光のスペクトルは広い波長域に分布しているが、自然放出光

の周波数成分は信号光の周波数成分と異なるため、光フィルタで自然放出光を完全

に除去し、信号光のみを取り出すことが可能である。
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問２ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、光海底ケーブルシステムの故障点の判定などについて述べたものである。

内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

光海底ケーブルシステムにおいて、光海底ケーブルの断線などの故障が発生した場合、一般

に、ケーブル船による修理を要することから、故障種別に合った適切な故障点判定方法を用い

て正確に故障点を判定する必要がある。

光海底ケーブルにシャント故障が発生した場合には、始めに給電装置から故障点に向けて給

電し、 (ア) 装置を用いて故障被疑中継区間を判定する。次にそのときの給電装置の出力

電圧値から故障点までの (イ) を計算し、光海底ケーブル、光海底中継器などの製造時デ

ータから求められる (イ) の値と比較して、故障点を判定する。

光海底ケーブルがオープン故障の場合には、給電装置から故障点に向けて給電できないため、

(ア) 装置は使用できない。そこで (ウ) 計により故障点までの (ウ) を測定し、

建設時のデータと比較して、故障点を判定する。

陸揚局から第１光海底中継器までの第１中継区間では、漁労などの人為的作業によるケーブ

ル故障が多いが、第１中継区間の故障の場合は陸揚局からの距離が短いため、一般に、陸揚局

から (エ) を用いて、光ファイバの破断点からの光パルスの反射を測定することにより、

故障点の判定が可能である。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 回線多重化 ② 伝送路終端 ③ 海中機材監視 ④ 静電容量

⑤ インダクタンス ⑥ 接地抵抗 ⑦ 電 圧 ⑧ ＯＴＤＲ

⑨ 光パワーメータ ⑩ 電 流 ⑪ 絶縁抵抗 ⑫ 波長分割多重

⑬ インピーダンス ⑭ 直流抵抗 ⑮ 光ファイバＩＤテスタ

⑯ マッハツェンダ干渉計
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(２) 次の文章は、通信土木設備について述べたものである。 内の(オ)～(ク)に適したも

のを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×４＝１２点)

(ⅰ) マンホール及びハンドホールについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① マンホールは、一般に、躯体、首部及び鉄蓋から構成されている。躯体の内側
く

にはケーブルダクトが成形された額縁、外側には管路周辺からの湧水を防ぐ防水
ゆう

コンクリート、底部には排水用のピットなどが設けられている。

② マンホールは、一般に、き線ルート及び中継ルートにおいてケーブルや接続部

である地下用クロージャを収容する設備で、作業者が入ってケーブルの建設保守

作業を行うためのスペースが確保されている。

③ レジンコンクリート製ブロックマンホールは、複数に分割されたブロックで構

成され、ブロック相互の接合には接着剤が使用されている。

④ ハンドホールは、地下配線ルートにおいてケーブルや接続部である地下配線用

クロージャを収容する設備で、収容可能な管路条数は片側２条までである。

(ⅱ) とう道設備について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ とう道設備とは、作業者が内部に入って建設及び保守作業ができ、通信用地下ケーブルを

大容量収容できるトンネル形式の通信土木設備である。

Ｂ とう道設備は、多条数のケーブルを収容することができる空間とともに、ケーブルの布設

及び接続、保守修理作業などができる空間が確保されている。

Ｃ とう道設備の施工方法には、シールド工法及び開削工法があり、とう道の断面形状は、一

般に、シールド工法、開削工法ともに円形である。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(ⅲ) 管路設備について述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ) である。

<(キ)の解答群>

① 管路設備は、設備の形態により、一般に、一般管路設備、中口径管路設備及び

地下配線管路設備に分けられ、地下配線管路設備には、１条の管路に配線ケーブ

ルと引込みケーブルを混在させて布設するフリーアクセス方式がある。

② 一般管路設備は、一般に、呼び径７５ｍｍの管が多条多段に積まれ、地表面

下１ｍ～２ｍ程度に埋設される。

③ 管種には、硬質ビニル管、鋼管、鋳鉄管などがあり、管種の選択に当たっては、

液状化の危険度、電磁誘導対策の要否などの埋設場所の環境に応じた最適な管種

が決定される。

④ 盛土区間における管路の占用位置は、盛土崩壊のおそれが少ない位置を基本と

し、管種は、一般に、硬質ビニル管が使用される。

(ⅳ) 中口径管路設備の構造などについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (ク) 。

Ａ 中口径管路設備には、一般に、呼び径２５０ｍｍ～５００ｍｍ程度の管路にあらかじ

め多条数のケーブル収容用スペーサ(インナパイプ)を布設するパイプインパイプ方式及びケ

ーブル需要の発生時にスペーサを布設するフリースペース方式がある。

Ｂ 中口径管路設備をマンホールへ取り付ける際には、耐震対策として、一般に、防水性能を

有する離脱防止継手が使用される。

Ｃ 中口径管路設備は、一般に、非開削で施工されるが、埋設物との離隔が十分に確保できな

いなどの理由から開削で施工されることがある。開削施工には、吊降し工法及び元押し工法
つり

がある。

<(ク)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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問３ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、線路設備の劣化の要因とその対策について述べたものである。 内の

(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

線路設備の長期信頼性を確保するためには、初期における機械的強度だけでなく、経年劣化

を考慮した材料選定を行う必要がある。特に、屋外環境で使用される部材では、使用環境に応

じた材料選定を行うことが重要である。

屋外環境において、プラスチック材料は、 (ア) に長期間さらされると、分子鎖の切断

により強度劣化が生じ、割れやすくなる。これを防ぐため、屋外で使用するケーブル外被材料

などには、 (ア) 領域の光を (イ) するカーボンブラックなどの材料が含有されている。

金属材料は、水と酸素に長期間さらされると、一般に、酸化還元反応により腐食が進行する。

金属材料は、 (ウ) が高いほど腐食しやすく、また、金属材料の腐食の進行は、どの程度

安定で緻密な酸化物の皮膜が表面上に形成されて水と酸素を遮断することができるかにも影響

される。

架空線路設備の吊線などに使用される鋼材は、鉄を主成分としているため、その防食対策と
つり

して、 (エ) をめっきして緻密な腐食生成物の皮膜を形成し、腐食速度を遅らせる方法が

広く用いられている。

<(ア)～(エ)の解答群>

① エックス線 ② 透 過 ③ 紫外線 ④ 反 射

⑤ 可視光 ⑥ 亜 鉛 ⑦ 引張り強度 ⑧ マグネシウム

⑨ チタン ⑩ ヤング率 ⑪ 融 点 ⑫ 赤外線

⑬ イオン化傾向 ⑭ 吸 収 ⑮ 銅 ⑯ 屈 折
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(２) 次の文章は、光ファイバケーブルの接続部の故障と防水対策などについて述べたものである。

内の(オ)～(ク)に適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その記号を記せ。

(３点×４＝１２点)

(ⅰ) 地下用光クロージャの防水対策などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ)

である。

<(オ)の解答群>

① 地下用光クロージャは、光ファイバ心線を高密度に収容可能で、一般に、構成部

品が特殊なため、地下用光クロージャの仕様に合わせた専用工具を用いることで容

易に組立・解体が可能で作業性に優れた構造を有している。

② マンホールなどにおいて、地下用光クロージャは、溜水により水没することがあ
りゅう

るため、一般に、ゴム製のガスケット付き端面板を上下２分割されたスリーブで覆

い、かしめ工具により上下２分割されたスリーブをかしめて防水性を確保している。

③ 地下用光クロージャの浸水対策としては、地下用光クロージャに収容する光ファ

イバケーブルにシール材を巻き、その上にゴムパッキンを巻いて端面板と密着させ、

スリーブ間に棒状のゴムを挟み込み密着させる方法がある。

④ 地下用光クロージャの組立作業では、ガスケットを挟み込まないように注意して

上スリーブが９０度以上開くことを確認し、光ファイバケーブルと端面板の間にア

ジャストテープを巻いた場合は、ガスフラッシュテストを行わない。

(ⅱ) 接続部における光ファイバの断線などの原因と対策について述べた次の文章のうち、誤って

いるものは、 (カ) である。

<(カ)の解答群>

① 光ファイバ心線の被覆除去作業時において、清掃していない被覆除去工具を用い

ると被覆の除去深さに狂いが生じ、刃が光ファイバ表面を傷つけてしまい、傷が経

時的に成長して断線する場合があるため、工具を清掃して使用する必要がある。

② 光ファイバ心線の接続作業時において、光ファイバの切断にニッパを用いると光

ファイバの切断不良が原因で光ファイバが断線する場合があるため、切断面を球面

状に成形して光ファイバのコアどうしを精度良く接触できる光ファイバカッタを使

用する必要がある。

③ 端面が汚れた光コネクタを接続すると、光信号が汚れにさえぎられ、伝送特性が

劣化する場合があるため、光コネクタの端面を光コネクタクリーナなどを用いて清

掃する必要がある。

④ 熱収縮スリーブを用いて融着接続部を補強・固定するとき、光ファイバにねじれ

が加わったまま固定すると、応力が徐々に加わり、破断に至る場合があるため、熱

収縮スリーブを加熱する前にねじれがないことを確認する必要がある。
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(ⅲ) 防水構造の光ファイバケーブルに用いられる吸水(ＷＢ)テープなどについて述べた次のＡ～

Ｃの文章は、 (キ) 。

Ａ 光ファイバは浸水しても即時には伝送特性への影響が及ばないため、一般に、ＷＢテープ

により光ファイバケーブル内への浸水を防止し、光パワーメータを用いて浸水部の探査を行

う非ガス保守方式が適用されている。

Ｂ 光ファイバケーブルの外被損傷などにより内部に水が浸透すると、ＷＢテープが吸水して

膨張することにより、光ファイバケーブル内にダムが形成されて水の浸入が阻止される。

Ｃ 光ファイバケーブル内に浸水した場合において、長期的な破断寿命への影響と光ファイバ

ケーブル内の金属の腐食により発生する酸素による長期的な光損失の増加を防止するため、

一般に、ＷＢテープとアルミシースで構成された防水構造の光ファイバケーブルが用いられ

る。

＜(キ)の解答群＞

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅳ) 光ファイバケーブルの浸水検知方法などについて述べた次の文章のうち、正しいものは、

(ク) である。

<(ク)の解答群>

① 光ファイバケーブル内への浸水を検知する浸水検知モジュールの構造は、吸水膨

張剤、可動体、せん断応力付与部などから構成され、内部が浸水すると、吸水膨張

剤が水により膨張し、可動体を押し上げて光ファイバを断線させる仕組みである。

② 浸水検知モジュールは、一般に、架空線路設備及び地下線路設備の光クロージャ

や光キャビネット内において、テープ心線を挟み込んで設置される。

③ 光ファイバケーブル内への浸水発生や浸水位置は、浸水検知モジュールが動作す

ることによって生ずる光損失などを光ファイバＩＤテスタを用いて検知することが

できる。

④ 浸水した光ファイバの破断確率は、一般に、乾燥状態と比較して１０倍以上とい

われており、破断確率の上昇を抑制するには光ファイバケーブルが浸水している期

間を制限する必要がある。
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問４ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、｢建設副産物適正処理推進要綱｣に基づく、建設副産物の処理について述べたもの

である。 内の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記

せ。ただし、 内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

発注者と施工者は、適切な役割分担のもとに建設副産物に関わる総合的な対策を適切に実施

しなければならない。ここで、建設副産物とは、建設工事に伴い副次的に得られた物品をいう。

また、建設工事に使用される建設資材のうち、建設リサイクル法施行令(平成１２年政令第４９５号)

において、｢コンクリート｣、｢コンクリート及び鉄から成る建設資材｣、｢ (ア) ｣及び｢アス

ファルト・コンクリート｣は、 (イ) 建設資材と定められている。

発注者は、発注に当たっては、元請業者に対して、適切な費用を負担するとともに、実施に

関しての明確な指示を行うこと等を通じて、建設副産物の発生の抑制並びに分別解体等、建設

廃棄物の (ウ) 等及び適正な処理の促進に努めなければならない。一方、元請業者は、建

築物等の設計及びこれに用いる建設資材の選択、建設工事の施工方法等の工夫、施工技術の開

発等により、建設副産物の発生を抑制するよう努めるとともに、分別解体等、建設廃棄物の

(ウ) 等及び適正な処理の実施を容易にし、それに要する費用を低減するよう努めなけれ

ばならない。

また、元請業者は、工事現場の責任者に対する指導、並びに職員、下請負人、資材納入業者

及び (エ) に対する建設副産物対策に関する意識の啓発等のため、社内管理体制の整備に

努めなければならない。

<(ア)～(エ)の解答群>

① 廃プラスチック類 ② 除 却 ③ 木 材 ④ 石膏ボード
こう

⑤ 地域住民 ⑥ 一 般 ⑦ 公共事業 ⑧ 修 繕

⑨ 産業廃棄物処理業者 ⑩ 自主施工者 ⑪ 環境主張 ⑫ 特 定

⑬ 市区町村長 ⑭ 再資源化 ⑮ 排 出 ⑯ 建設汚泥
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(２) 次の文章は、システムの信頼性について述べたものである。 内の(オ)、(カ)に適し

たものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) アベイラビリティについて述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (オ) 。

Ａ 与えられた時点でシステムが動作可能である確率は、一般に、時点アベイラビリティ、瞬

間アベイラビリティなどといわれる。

Ｂ 運用アベイラビリティは、ＭＵＴ(平均動作可能時間)をＭＵＴとＭＤＴ(平均動作不可能

時間)の和で除したもので表すことができる。

Ｃ 保全可能なシステムにおいては信頼度とアベイラビリティが同じ値となる。

<(オ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない

(ⅱ) 保全について述べた次のＡ～Ｃの文章は、 (カ) 。

Ａ 予防保全時間をとらないと、大きな休止損失を招いたり品質や安全性の面で問題を生ずる

ことがある。

Ｂ 故障率がＤＦＲ(Decreasing Failure Rate)型の部品の保全においては、使用に先立ちス

クリーニング、エージングなどを行うより、定期的に部品を取り替える予防保全を行う方が

有効である。

Ｃ 装置の故障の兆候を監視して必要なときに措置を行う状態監視保全は、予防保全の一形態

であり、統計的・数理的に故障が予測できない場合に有効である。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(３) 次の文章は、ある装置の信頼性について述べたものである。 内の(キ)、(ク)に最も

適したものを、下記のそれぞれの解答群から選び、その番号を記せ。ただし、装置は偶発故

障期間にあるものとする。また、指数関数の値は、ｅ０.２５＝１.２８、ｅ－０.０２５＝０.９７５、

ｅ－０.２５＝０.７７９、ｅ－０.００１＝０.９９９とし、ｅは自然対数の底とする。(３点×２＝６点)

(ⅰ) 装置Ａを１,２００時間使用したところ３回の故障が発生した。装置Ａの１００時間使用時

点における信頼度は、 (キ) ％である。

<(キ)の解答群>

① ２２.１ ② ２８.０ ③ ７５.０ ④ ７７.９ ⑤ ９７.５

(ⅱ) 装置Ｂの稼動開始後４００時間経過時点の信頼度を９９.９％以上に維持するためには、

装置Ｂの平均故障率を (ク) ％／時間以下にしなければならない。

<(ク)の解答群>

① ２.５×１０－６ ② ２.５×１０－５ ③ ２.５×１０－４

④ ２.５×１０－３ ⑤ １.０×１０－１
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問５ 次の問いに答えよ。 (小計２０点)

(１) 次の文章は、検疫ネットワークとシンクライアントについて述べたものである。 内

の(ア)～(エ)に最も適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。ただし、

内の同じ記号は、同じ解答を示す。 (２点×４＝８点)

社内ネットワークへのウイルスの侵入や社内ユーザが扱う電子データの情報漏えいなどを防

ぐ対策として、検疫ネットワークとシンクライアントなどが有効とされている。

このうち、検疫ネットワークは、外部から持ち込まれたパーソナルコンピュータ(ＰＣ)が社

内ＬＡＮに接続されることによって、社内ＬＡＮに被害を与えることを食い止めるための仕組

みである。

検疫ネットワークを実現する方式のうち、ＤＨＣＰサーバ方式では、ネットワークに接続さ

れたＰＣに対し、始めに検疫ネットワーク接続用の仮の (ア) を付与し、次に検査に合格

したＰＣに対し、社内ＬＡＮに接続できる (ア) を払い出す。また、 (イ) 方式では、

あらかじめＰＣに検疫用のソフトウェアをインストールしておき、ＰＣを集中管理するポリシ

ーサーバから配信されたポリシーに従ってネットワークへのアクセス制御を行う。

シンクライアントは、ＯＳやアプリケーションをネットワーク側のサーバで集中管理するシ

ステムである。シンクライアントを実現する方式のうち、 (ウ) 方式では、ＯＳとアプリ

ケーションをサーバで実行し、クライアントＰＣとはキーボードやマウスの入力情報と画面の

出力情報を送受する。また、 (エ) 方式では、サーバにクライアントＰＣのディスクイメ

ージを置いておき、ＰＣ起動時にネットワーク経由でディスクイメージをダウンロードし、ア

プリケーションの処理をＰＣで行う。

<(ア)～(エ)の解答群>

① ＶＬＡＮ ② ＭＡＣアドレス ③ デュアルシステム

④ 画面転送 ⑤ ＩＰアドレス ⑥ パターンマッチング

⑦ リポジトリ ⑧ リモートアクセス ⑨ ネットワークブート

⑩ ミラーリング ⑪ セッションＩＤ ⑫ パケットキャプチャ

⑬ 暗号鍵 ⑭ パスワード ⑮ パーソナルファイアウォール
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(２) 次の問いの 内の(オ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

ＧＭＩＴＳ(ＩＴセキュリティに対するガイドライン)に基づくリスク分析アプローチについ

て述べた次の文章のうち、正しいものは、 (オ) である。

<(オ)の解答群>

① ベースラインアプローチは、個々の情報資産の分析作業に多くの時間、労力、

専門知識などを必要とするが、適切な管理策の選択ができる手法である。

② 詳細リスク分析は、基本的なリスクを想定した上で、既存の基準やガイドラ

インから管理策を選択する手法である。

③ 非形式的アプローチは、体系的に構造化されたリスク分析手法ではなく、詳

細リスク分析と比較して、時間、労力などをあまり必要としないが、リスク分

析の結果を正当化することが必要となる手法である。

④ 組合せアプローチは、一般に、詳細リスク分析と非形式的アプローチを組み

合わせることにより、リスク分析を実施する重要な部分を厳密に押さえながら

全体についても基本的な管理策を適用できる手法である。

(３) 次の問いの 内の(カ)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。

(３点)

パーソナルコンピュータ(ＰＣ)のセキュリティ対策について述べた次のＡ～Ｃの文章は、

(カ) 。

Ａ 専用ワイヤを用い、机など持ち運ぶことが難しいものとＰＣのセキュリティスロットとを

結びつけるスクリーンロックによる対策は、ＰＣの盗難を防ぐ効果が期待できる。

Ｂ 微細なルーバーを組み込んだフィルタをＰＣ画面に貼って左右の視野角を狭めるプライバ

シーフィルタによる対策は、のぞき見を防ぐ効果が期待できる。

Ｃ メモリロックによる対策は、一定時間操作が行われなかった場合にＰＣの画面を切り替え

て、再び正しいパスワードが入力されるまで操作を禁止することができる。

<(カ)の解答群>

① Ａのみ正しい ② Ｂのみ正しい ③ Ｃのみ正しい

④ Ａ、Ｂが正しい ⑤ Ａ、Ｃが正しい ⑥ Ｂ、Ｃが正しい

⑦ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しい ⑧ Ａ、Ｂ、Ｃいずれも正しくない
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(４) 次の文章は、線路設備の安全、安全作業などについて述べたものである。 内の(キ)、

(ク)に適したものを、下記の解答群から選び、その番号を記せ。 (３点×２＝６点)

(ⅰ) 構造物の安全、安全作業などについて述べた次の文章のうち、誤っているものは、 (キ)

である。

<(キ)の解答群>

① ｢電気設備の技術基準の解釈｣では、鉄筋コンクリート柱に対して、設計荷重の

２倍の荷重を加えたとき、これに耐えることを求めている。

② 高さ２ｍ以上で保守作業を行う場合、墜落により危険を及ぼすおそれがある

ときは、作業床を設けなければならない。作業床を設けることができないときは

安全帯を使用するなど、作業の安全を確保しなければならない。

③ 電柱における登り幅とは、架設物を取り付けない空間を設け、安全な昇降と作

業のために設けられた空間である。

④ ｢建設工事公衆災害防止対策要綱｣では、道路の通行を制限する場合、道路管理

者や所轄警察署長から特別に指示がない場合で、制限した後の道路の車線が１車

線となる場合は、その車道幅員は２.５ｍ以上とし、２車線となる場合は、その

車道幅員は６.０ｍ以上としている。

(ⅱ) 線路設備などの屋外作業に従事する者は、その業務内容によって労働安全衛生法の規定に基

づく資格などが必要とされるが、業務内容、必要な資格などについて述べた次の文章のうち、

正しいものは、 (ク) である。

<(ク)の解答群>

① クレーンを使用して、１トン以上の電柱の玉掛け作業をする者は、玉掛け作業

に係る特別教育を修了した者でなければならない。

② クレーンを使用して、５トン以上の電柱を吊り、移動作業をする者は、当該作
つ

業に係るクレーンの運転技能講習を修了した者でなければならない。

③ 架空線路の保守作業では、作業床の高さが２ｍ以上１０ｍ未満の高所作業

車を運転(道路上を走行させる運転を除く。)する者は、高所作業車運転技能講習

の修了者(修了証の交付を受けた者)又は、高所作業車運転業務の特別教育を修了

した者でなければならない。

④ 吊り足場などの足場組立て等作業主任者は、足場組立て等作業主任者特別教育

を修了した者のうちから選任しなければならない。

⑤ マンホール内で作業を行う場合の酸素欠乏危険作業主任者は、酸素欠乏・硫化

水素危険作業主任者(旧第二種酸素欠乏危険作業主任者)特別教育を修了した者の

うちから選任しなければならない。



 

試験問題についての特記事項 

 

(1) 試験問題に記載されている製品名は、それぞれ各社の商標又は登録商標です。 

なお、試験問題では、R 及び TM を明記していません。 

 
(2) 問題文及び図中などで使用しているデータは、すべて架空のものです。 

 
(3) 試験問題、図中の抵抗器及びトランジスタの表記は、旧図記号を用いています。 

 

 

 

 
(4) 論理回路の記号は、ＭＩＬ記号を用いています。 

 
(5) 試験問題では、常用漢字を使用することを基本としていますが、次の例に示す専門的用語などについては、 

常用漢字以外も用いています。 

［例］ ・迂回(うかい) ・筐体(きょうたい)  ・輻輳(ふくそう) ・撚り(より) ・漏洩(ろうえい)  など 

 
(6) バイト〔Byte〕は、デジタル通信において情報の大きさを表すために使われる単位であり、一般に、２進数の 

８桁、８ビット〔bit〕です。 

 
(７) 情報通信の分野では、８ビットを表すためにバイトではなくオクテットが使われますが、試験問題では、一般 

に、使われる頻度が高いバイトも用いています。 

 
(８) 法令に表記されている「メグオーム」は、「メガオーム」と同じ単位です。 

 
(９) 試験問題のうち、正誤を問う設問において、句読点の有無など日本語表記上若しくは日本語文法上の誤り 

だけで誤り文とするような出題はしておりません。 

 

新 図 記 号 旧 図 記 号 新 図 記 号 旧 図 記 号


